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ど福祉セレ9-

一

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
¥
老
人
、
山
身
障
害
者
¥
白
子
、

青
少
年
な
ど

一
皆
さ
ん
の
福
祉
向
上
を
目
指
し
て
建
設
さ
れ
だ
も
の
で
¥
若
い
人
か

ら
お
年
寄
り
き
で
、
全
て
の
皆
さ
ん
の
芝
め
の
セ
ン
タ
ー
で
す
。

一

そ
こ
で
¥
今
回
は
¥
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
伺
が
あ
る
の
か
¥
ど
ん

一
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
¥
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

だ
す
け
あ
い
の
社
会
を

ボ

ン

ア

フ

、圃

企ボランティアによる

ホ布の絵本。づくり (福祉センター) イ

ア

活

動

昔
と
違
い
、
今
は
物
の
豊
か
な
時

代
。
で
も
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い

助
け
あ
い
の
心
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ

れ
て
い
る
の
は
、
刊
の
グ
ル
ー
プ
と

個
人
、
計
3
1
2
0
人
で
、

そ
の
中

に
は
、
学
生
や
若
い
人
た
ち
も
大
勢

お
り
、
施
設
訪
問
、
老
人
の
お
世
話

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
奉
仕
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ま
あ
な
た
の
善
意
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く

だ
き
い
。

連
絡
先

セ
ン
タ
ー
1
階

高
齢
者
の
方
に

仕

事

を

紹

介

し

ま

す

H

定
年
な
ど
の
た
め
退
職
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
元
気
だ
し
、

何
か
仕
事
は

無
か
や
ろ
か
。
と
、
思
っ
て
お
ら
れ

る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
に
合
っ
た
仕
事

を
探
し
て
紹
介
す
る
の
が
「
高
齢
者

能
力
開
発
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

ω歳
以
上
で
、
仕
事
を
探
し
て
お

ら
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
事
業
所
や
一
般
家
庭
の
方

で
、
仕
事
を
頼
み
た
い
と
思
わ
れ
る

方
も
、
ど
し
ど
し
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
能
力
開
発
情
報
セ
ン
タ
ー

(
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
)

セ
ン
タ
ー
1
階

若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

心
配
ご
と
相
談

若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
日

常
生
活
の
中
で
、
生
計
、
家
族
、
人

権

・
法
律
、
教
育

・
青
少
年
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
、

悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

心
配
ご
と
相
談
は
、
そ
う
い

っ
た

悩
み
に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
と
う

と
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日

毎
週
月

・
水
・
金
曜
日

場
所

セ
ン
タ
ー
1
階

若どAり戸:重22124一一

お
年
寄
り
の
く
つ
ろ
ぎ
の
館

ー』
』圃

く

お
年
寄
り
の
方
を
対
象
に
開
設
し

て
い
る
の
が
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
荘
で
す
。

入
浴
も
で
き
、囲
碁
、盆
栽
、
生
け

内

相

談

個
人
的
に
契
約
し
、
悪
質
な
業
者

に
だ
ま
き
れ
、
泣
き
寝
入
り
す
る
ケ

ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

安
全

・
確
実
に
す
る
た
め
に
も
、

セ
ン
タ
ー
の
内
職
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

相
談
日

毎
週
火
・
金
曜
日

午
前
日
時
1
午
後
3
時

場
所

セ
ン
タ
ー
2
階

b 

荘

花
、
郷
土
史
、
詩
吟
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
講
座
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
方
の
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(セ
ン
タ
ー
2
階
)
へ

料理、茶道、華道、書道、バドミントン、

テニス、社交ダンス、卓球など、趣味と実益

を兼ねた若い勤労青少年グループの集まりてい

す。また、若い人達の交流の場でもあります。

ぜひ一度顔を出してみませんか。

問い合わせ 勤労青少年ホーム

(センター 3階)

2 -

敬老の日演芸大会(){3.福祉センター)

以
上
の
ほ
か
、
印
歳
以
上
の
高
齢
者
¥
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
、
低
所

得
者
の
皆
さ
ん
の
だ
め
の
貸
付
資
金
制
度
。
定
期
的
に
行
わ
れ
る
機
能
訓

練
、
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
、

山
身
障
害
児
一
日
保
育
な
ど
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
¥
皆
さ
ん
が
自
由
に
利
用
で
き
る
施
設

で
す
。
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ

(ペ|階
宮
⑮
ペ
|
3
5
ペ
|
、
2
階
企
@
1
3

5
2
¥
3
階
@
7
3
5
3
)
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ



a 但
}
局固

みつ紡τみませんか
a恕ため老後

確
実
な
生
活
設
計
を

f

世
界

一
の
長
寿
国
ニ

ッ
ポ
ン
。
長
生
き

で
き
る
国
は
素
晴
ら
し
い
。
私
た
ち
は
大

い
に
胸
を
張

っ
て
い
い
の
で
す
が
、
長
い

老
後
の
行
く
末
を
思
、っ
と
き
喜
ん
で
ば
か

り
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

老
後
の
生
活
設
計
が
必
要
な
の
は
わ
か

り
ま
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
描
け
る

の
で
し
ょ
、
っ
か
。

老
後
と
い
え
ば
先
ず
お
カ
ネ
。
快
適
な

暮
ら
し
を
支
え
る
経
済
的
裏
付
け
を
欠
く

と
、
す
べ
て
「
絵
に
描
い
た
モ
チ
」
に
終

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
長
い
人
生
の
聞
に
は
、
病
気
や

事
故
に
よ
り
、
死
亡
し
た
り
、
身
体
障
害

者
に
な
ら
な
い
と
は
だ
れ
も
否
定
で
き
ま

せ
ん
。
国
民
年
金
は
、
そ
ん
な
グ
も
し
も
-
d

の
と
き
の
備
え
や
老
後
の
生
活
設
計
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持

っ
て
管

理

・
運
営
し
て
い
ま
す
か
ら
、
将
来
の
安

定
し
た
生
活
を
保
障
す
る
最
も
安
全
で
確

実
な
制
度
で
す
。

老
後
は
誰
に
で
も
平
等
に
訪
れ
る
も
の
。

幸
福
に
、
美
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
今
見

つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
、
そ
し
て
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か

|

|

|
国
民
年
金
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

会
~ 

ゲートボールで老後も楽し・・・・・・

(萱瀬地区、宝満会の皆さん)

健 康

7月分の医療費をお知らせします

険保民国

市では健康診査 ・健康教育・健康相談などの各種保健

事業を実施し、皆さんの健康保持や病気予防に種極的に

取り組んでいます。

今回、国民健康保険では健康の大切さについて関jりを

高め¥健康管理のiill¥要性をより一層自覚していだだくだ
め、加入者の皆さんが、病気やケガのだめに医療機関な

どで受診され芝、昭和63年ア月分の医療費を10月中にお
知らせします。

なあ、医療費通知に関する問い合わせは、保険年金課

保険係へ。

国
民
年
金
の
保
険
料

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

※
納
め
忘
れ
(
未
納
)

の
場
合
は
、
2
年
間
は

さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
屋
の
一
斉
調
査
を

実
漉
し
て
い
ま
す

固
定
資
産
税
の
公
正
、
公
平
な
課
税
を

行
う
た
め
家
屋
の
所
有
者
(
納
税
者
)
を

対
象
に
一
斉
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
区

市
内
全
地
区
を
調
査
し
ま
す
が
実
施
の

時
期
は
、
各
町
務
連
絡
員
の
方
を
通
じ
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
す
で
に

一
斉
調
査
が
済
ん
だ
地
区
も
あ

り
ま
す
が
、
通
常
の
新
築
、
増
築
家
屋

調
査
も
併
行
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
年
中
に
全
部
取
り
壊
し
、
ま

た
は
一
部
取
り
壊
し
の
家
屋
が
あ

っ
た

場
合
は
年
末
ま
で
に
税
務
課
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

、，

郷土の民話

回醸嗣!~翠

大村にも一休きんがいた、名前は長沢勘作。

きて、きて、どんな話がとび出すやらお楽しみF

~ a!Jj: 10月15日出午後6時30分(開場午後6時)
告さ謁 :市民会館 、\~

LマT
~窃剖:大人 500円、小人 200円遜~

- 3 -



を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
諌
早
税
務
署

(宮
②

1
3
7
0
)

へ

J[) 
局

ヨ也九戸

お
年

り
と

-4 -

10月竹田(刈--20日(本:) 10日間
防犯街頭パレード 10月11日午後3時~

i
明
日
の
街
づ
く
り
は
あ
な
た
の
家
か
ら
i

運動の重点目標

・自動車盗、侵入などの盗犯の防止

・少年非行の防止

・覚せい剤等薬物乱用の防止

・悪質商法による被害の未然防止

お
年
寄
り
の
特
典

全国防犯運動

ω月
1
日
現
在
で
、
全
国

一
斉

に
住
宅
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
や
県

・
市
に

お
け
る
都
市
計
画
、
宅
地
開
発
計

画
な
ど
グ
豊
か
な
住
生
活
。
の
た

め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

調
査
に
は
、
県
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
F
で、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
は
、
統
計
を

作
る
目
的
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ

ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

お
年
寄
り
本
人
が

受
け
ら
れ
る
特
典

老
年
者
控
除

年
齢
が
臼
歳
以
上
で
、
所
得
金

額
が

1
千
万
円
以
下
の
場
合
は
、

所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
、
所
得

金
額
か
ら
印
万
円
を
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

公
的
年
金
等
控
除

公
的
年
金
や
思
給
に
つ
い
て
は

こ
れ
ら
の
収
入
金
額
か
ら
、
公
的

年
余
等
控
除
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い

る
人
が
受
け
ら
れ
る
特
典

mw
歳
以
上
の
お
年
寄
り

(障
害

者
の
場
合
は
除
く
)
を
扶
養
し
て

い
る
と
き
は
、

一
人
当
た
り
却
万

円

(
一
般
お
万
円
)
を
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
お
年
寄
り
(
直
系

尊
属
)
と
同
居
し
て
い
る
と
き
は
、

更
に

7
万
円
を
加
算
し
た
必
万
円

企
画
課

-
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
1
枚

程
度
に
ア
イ
デ
ア
の
概
要
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

(
イ
ラ
ス

ト
な
ど
の
添
付
は
自
由
で
す
)

入
選
作

1
1
編
賞
金
却
万
円

佳
作

1
2
編

賞

金

5
万
円

参
考
・
著
作
権
は
、
長
崎

「旅
」
博
覧

会
協
会

へ
帰
属
し
ま
す
。

-
応
募
作
品
は
返
還
し
ま
せ
ん
0

・
作
品
は
補
作
す
る
こ
と
も
あ
り

、
え
ま
す
。

この公演は、すぐれた舞台芸術を

多くの人に鑑賞してもらうために、

文化庁が移動芸術祭として巡回公演

をしているものです。

日時 12月 1日(木)午後6時30分開演

場所 市民会館ホール

演奏曲目 モーツ アルト ・交響曲第

41番「ジュピタ一」、ブルック ・バ

イオリン協奏曲第1番ト短調、スト

ラヴィンスキー ・バレエ組曲 「火の

鳥(1918)

叫 ， 指揮 秋山和慶

...ペオリン奏者 前橋汀子 バイオリン独奏 前橋汀子

入場料 一般3，000円(当日3，300円)小・中・高生1，500円

前売券発売所 森竹電器居、アオパラジオ商会、原田楽器大村

・諌早庄、長崎書庖、商工会議所、 中地区公民館、市コミセン、

西大村地区コミセン、市立図書館、教育委員会

問い合わせ 教育委員会社会教育課

頭

旅

博

~ 
目

音頭歌詞・企画アイデア募集

応
募
方
法

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

-
1
人
何
点
で
も
結
講
で
す
。

-
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
タ

イ
ト
ル
、
歌
詩
を
措
書
で
書
い

て
く
だ
さ
い
。

4
-
貝

東京交響楽団 移動芸術祭公演
一一前売券発売中一一

賞-
博
覧
会
協
会
長
賞

(
1
点
)

山
万
円
と
名
誉
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

・
優
秀
賞
(
2
点
)
3
万
円
と
名
誉

プ
ロ
デ
ュ
l
l
サ
l

-
入
賞
(
数
点
)
博
覧
会
招
待
券

歌
調
・
ア
イ
デ
ア
と
も

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
(
学

校
名
、

学
年
)
電
話
番
号
を
必
ず

書
い
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

日
月
担
日
間
(
当
日

消
印
事
効
)

応
募
先

長
崎
「
旅
」
博
覧
会
協

会

(
干
側
長
崎
市
桜
町
4
1
1

宮
長
崎
⑧
2
3
8
6
)

企
画
ア
イ
デ
ア

ア
イ
デ
ア
の
範
囲

ωイ
ベ
ン
ト
、
お
祭
り
、

県
民
参
加
に
関
す
る
ア

イ
デ
ア

ω街
並
み
装
飾
、
風
景
演

出
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア

応
募
方
法

-
1
人
何
点
で
も
結
講
で

す
。

』博覧会

~.". 
...指揮者 秋山和慶

長崎『



県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
、
併
設
す
る

ナ
ガ
サ
キ
高
度
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

(い

ず
れ
も
仮
称
)
の
起
工
式
が
8
月
日
日
、

大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
内
(
池
田
2
丁
目
)

の
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
に
は
、
長
崎
、
佐
世
保
両
市
に
工

業
試
験
場
が
あ
り
ま
す
が
、
技
術
の
高
度

化

・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
な
ど
技
術
革
新
時
代

に
対
応
で
き
る
試
験
場
を
目
指
す
た
め
、

大
村
に
統
合
、
再
編
さ
れ
た
も
の
で
す
。

敷
地
3
万
凶
、
建
物
面
積
(
両
セ
ン
タ

ー
合
計
)
9
7
2
7
U
、
総
事
業
費
勾
憶

、
、
/
司
ヘ
ー
/

J〆

長
自
可
決
羽
田

井

手

松
本
市
長
は
、
敬
老
の
日
を
前
に
9
月

5
日
、
今
年
で
川
歳
を
迎
え
た
、
井
手
伊

宅んさ上井%
 

伊

7
千
5
百
万
円
。
完
成
は
来
年
8
月
の
定

定
で
す
。

企工事の安全を祈願

( 8月18日池田 2丁目)

，-t炉p

' 

J¥ 

f
J
J
J
J
Z
5
J
J
J
J
 ~
 

ιu 

n
u

h
 

さ
ん

m歳

一

八
さ
ん

(明
治
幻
年
9
月
4
日
生
ま
れ
。

一

溝
陸
町
)
を
訪
問
し
、
今
ま
で
の
労
を
ね

~

ぎ
ら
う
と
共
に

かま
だ
ま
だ
元
気
で
い
て

ん

く
だ
さ
い
。
と
、
祝
い
状
と
祝
い
金
を
贈

~

り
ま
し
た
。

~

井
手
さ
ん
は
、
最
近
足
腰
が
弱
ま
り
、

~

耳
も
や
や
遠
く
な
っ
た
も
の
の
、
話
し
方

~

も
し
っ
か
り
し
て
お
り
元
気
そ
の
も
の。

ザ

ま
た
、

若
い
頃
か
ら
漁
で
生
活
し
て
い

~

た
と
の
こ
と
で
す
が
、

2
年
位
前
ま
で

一

天
馬
船
の
ろ
を
こ
ぎ
海
に
出
て
い
た
と
い

~

う
か
ら
、
驚
き
/

市

魚
が
好
き
で
、
酒
や
タ
バ

コ
も
や
ら
ず

ザ

早
寝
・
早
起
き
の
生
活
を
続
け
て
き
た
と

~

い
う
井
手
さ
ん
。

ザ

長
寿
の
秘
け
つ
は
そ
こ
に
あ
る
の
か
も
。~

p 

企祝い状と祝い金を

贈る松本市長

住
み
良

ν薗
一
息
か
恕
町
づ
く
り
に

f

市
生
活
学
校

(田
中
力
子
代
表
)
は、

9
月
1
日、

「
一
日
婦
人
議
会
」を
市
コ
ミ

セ
ン
で
開
き
ま
し
た
。

婦
人
の
地
位
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

地
方
自
治
行
政
を
学
び
、
住
み
良
い
豊
か

な
町
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
聞
か
れ
た

も
の
で
、
市
内
の
連
合
婦
人
会
、
母
子
会

な
ど
4
団
体
約
2
0
0
人
が
出
席
。

加
入
の
婦
人
議
員
が
、
婦
人
の
家
建
設
、

汚
染
し
て
い
る
大
村
湾
の
浄
化
運
動
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
身
近
な
問
題
を
提
起
。

答
弁
に
立
っ

た
、
松
本
市
長
を
は
じ
め
各

部
長
は
、

地
域
の
発
展
、
活
性
化
の
た
め

積
極
的
に
努
力
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

hv
工
業
試
験
場
完
成
予
想
図

メジロ等野生鳥類の捕獲・飼養について
野生鳥類の捕獲 ・飼養については、鳥獣保

護および狩猟に関する法律に より規制されて

います。

捕獲 ・飼養については、次の点についてご

留意ください。

①野生鳥類の捕獲は県知事の許可が必要です。

②捕獲の許可がされている野生鳥類は、メジ

ロ、ホオジロ、ウ ソ、マヒワの 4種類。

③捕獲できる期間は、 7月から 2月まで。

④一世帯につき1羽のみ捕獲、飼養すること

ができます。

⑤捕獲したら 、必ず飼養許可の手続きをして

くださし、。

許可申請および問い合わせ

県自然保護課 (fi長崎⑫ 11 1 1 ) 

文ft会館建設基金なと、、

多鎮のt斉射を寄付

ま
た
、
日
数
人
の
市
議
も
同
席
し
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

自 園田区間輯 J ム

企婦人の身近な問題が提起された

一日婦人議会(/';・市コミセン)

ラ
ッ
キ
ー
自
動
車
側
関
連
企
業

(川
添

一
巳
代
表
)
は、

8
月

m
日
、
市
文
化
会

館
建
設
基
金
と
福
祉
基
金
の
た
め
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
1
0
0
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
は
、
文
化
会
館
建
設
に
つ
い
て
は、

か
皆
さ
ん
の
期
待
に
添
う
会
館
を
作
る
よ

う
、
精

一
杯
の
努
力
を
す
る
u

と
話
し
多

額
の
浄
財
寄
付
に
感
謝
し
ま
し
た
。

企川添一巳代表に感謝状を贈る

松本市長(~9 ・ 市役所 )

「

D



大村純忠浸400年記念顕彰事業

シンポジウム「酉洋との出会い」

日本最初のキリ シタン大名 ・大村純忠は 「長崎開港」

「天正少年使節派遣j とし寸、 世界史に残る偉業を行い

ました。大村純忠没後 400年を迎え るに当たり 、園内

の一流の研究者、 作家によるシンポジウムを聞き ます。

日時 :10月30日(日)、午前 9時50分~午後 5時
場所 :市民会館

入場料 :大人1000円、 中・高校生500円(ノfンフレット代含む)
※賛助カードをお持ちの方は入場無料

講師 :特別講演・一三浦朱門(作家 ・元文化庁長官)

司会・・・市川森一 (シナリオラ イター)

パネ ラー・・・ジャイメ ・エコリヨ(上智大学教授)、外山幹夫

(長崎大学教授)、中村質 (九州大学教授)、松

田毅一(京都外国語大学教授)、結城了悟 (日

本26聖人記念館館長)

主催:大村純忠顕彰事業実行委員会、西日本新聞社

後援:ポル トガル大使館、イタリア大使館、NHK長崎
放送局など。

シンポジウムの講師にご質問のある方は、ハカザキか封

書で質問事項をお書きのうえ、 10月15日までにお送りく
ださし、。

送付先:大村純忠顕彰事業実行委員会(玖島 1丁目25番

地市役所内包@4111)

L 
P〆

企 道路問題がトップ( うち~ ~9 ' 市内8地区〉
ア月25日から8月刊日まで¥市内8地
区で行われだ市政懇談会。 側溝整備¥道

路の新設¥改良などの道路問題に対する

要望・意見ガ一番多く、次いで¥農業関

係、 環境問題¥教育問題などとなってい

ます。

市も¥皆さんからの要望、意見につい

ては¥早期実現に向け¥横討を重ねてい

ます。
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.

・

…赤
い
羽
根
共
同
募
金
…

日
募
金
の
締
め
切
り

日
月
汎
日
間

日

・
納
入
先

社
会
福
祉
協
議
会
(
宮
(⑪

・

1
3
5
1
)
 

今
年
も
、
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

t

・
・
・
・
・
・
・
・
・
E

麻
!
ん
(
悼
惜
し
き
予
防
接
種
を

行

V
ま
守

f

該
当
す
る
幼
児
・

生
後
日
か
月

1
η
か

月
ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の

な
い
幼
児

・
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
幼
児

(η
か
月
ま
で
)

接
種
方
法

個
人
接
種
で
す
の
で
直
接
指

定
さ
れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料
金

無
料

接
種
期
間

叩
月
1
日
出
j
日
月
初
日
附

お
願
い
・

接
種
時
は
、
母
子
健
康
手
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
と
前
後
約

1
か
月
間
は
、
ほ
か
の
予
防
接
種
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
各
医
院
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

院

医 院 名 住 所 電話番号

松 井 医 院 久原 2丁目 包@6624

)11 本 医 院 久原 1丁目 E⑪ 5675 

寺 井 医 院 王久島 1丁目 ft@3574 

松 尾 医 院 王久島 1丁目 E②4412 

田川小児科医院 東本町 E② 4000 

近 藤 医 院 東本町 ft@ 1166 

ともなが内科クリニック 杭出津2丁目 ft@5000 

上 回 医 院 諏訪 1丁目 合② 3505

出口小児科医院 諏訪 3丁目 ft@2252 

与 那域医 院 池田新町 ft@5575 

沢 回 医 院 小路口本町 ft(@ 1507 

野口内科こども医院 西大村本町 ft@ 2339 

桝 本 医 院 大川田町 ft(@8355 

原 医 院 宮小路 1丁目 ft(@8427 

牧 山 医 院 宮小路 2丁目 岱(@7831

長 崎 医 院 寿古町 ft(@8615 

i度 辺 医 院 松原 1丁目 合(@8275

医定指種接防予

ポ
リ
オ
ハ
小
児
マ
ヒ
〉
生
ワ
ク
チ
ン
の

投

与

を

行

い

ま

す

該
当
す
る
乳
幼

児

・

生
後
6
か
月
j
必

か
月
ま
で
の
初
回
投
与
を
受
け
て
な
い

乳
幼
児

-
2
回
目
投
与
を
受
け
て
な
い
必
か
月
ま

で
の
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児
・

発
熱
も
し
く

は
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
、
重
症
結
核
、

心
臓
血
管
系
疾
患
、
病
後
衰
弱
栄
養
障

害
な
ど
の
乳
幼
児

・
麻
し
ん
な
ど
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
1
か

月
を
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児
。

・
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)
を
・

お
こ
し
た
乳
幼
児

お
願
い
・

当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

-
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

63年度後期

接 種 lヱエL 場 接種 日

市 ィ呈: 所

13ヨ i頼 出 張 所
10月4日(火)

西大村コミ ュニティセンター

浦 出 張 戸斤 10月5日(水)
鈴 田 出 張 所

竹 松 出 張 所
10月6日(木)

福 重 出 張 所

中 地区公民館
10月7日(針

松 原 出 ヲ長 所

生ワク投与実施日程表

昭
和
川
例
年
度

入
学
予
定
児
童
の

就
学
時
鍵
康
診
断
の
実
掠

該
当
す
る
家
庭
に
は
、
健
康
診
断
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

対
象

昭
和
町
年
4
月
2
日
1
日
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
児
童

実
施
日

・
富
の
原
小
・・・日
月
6
日
嗣

.
黒
木
小
:
:
:
日
月
7
日
樹

.
放
虎
原
小
:
・叩
月
日
日

ω

.
菅
一瀬
小
:
:
:
日
月
日
日
嗣

.
三
浦
小
:
:
:
日
月
日
日
嗣

.
竹
松
小
:
:
:
日
月
比
日
幽

-
東
大
村
小
・
:
日
月
げ
日
間

.
大
村
小
:
:
:
日
月
お
日

ω

.
福
重
小
:
:
:
日
月
お
日

ω

.
一二
城
小
:
:
:
日
月
お
日
附

.
松
原
小
:
:
:
叩
月
初
日
制

.
中
央
小
:
:
:
日
月
幻
日
同

.
鈴
田
小
:
:
:
日
月
幻
日
肘

.
西
大
村
小
:
・
日
月
1
日

ω

.
旭
が
丘
小
・:
日
月
2
日
同

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

EZZ 時間は、いずれも午後 2時から 3時まで

県殉国者秋季慰霊祭
日時 10月20町村午前10時30分~

場所 県忠霊塔 (三城町)

※遺族章が届かない人は、福祉課、各出張

所または遺族会でお受けとりくだきい。

※当日は、周辺道路は、車両の通行を一部

制限しますので、ご協力ください。

(福祉課)
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市

wa亭
正
し
く
利
用
し
マ
ね
ノ

尊
い
人
命
を
不
慮
の
事
故
か
ら
守
る
救

急
車
は
、
い
ま
や
住
民
生
活
に
と
っ
て
、

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
頼
も
し
い
存
在
と

な

っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
昨
年
1
年
間
に

1
2
3
7
回
出

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

生
後
旧
日
以
上
の
飼
い

犬
は
、
1
年
に

1
回
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受

け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
臼

年
度
分
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
犬
は
、
こ

の
機
会
に
必
ず
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
数
料

2
、
1
0
0
円

予
防
注
射
手
数
料

1
、
8
0
0
円

注
射
済
票
交
付
料

4
6
0
円

1
頭
当
り
合
計

4
、
3
6
0
円

動
し
、
1
1
9
1
人
を
病
院
な
ど
へ
搬
送

し
ま
し
た
。
1
日
あ
た
り
M
回
、
市
民
の

町
人
に

1
人
が
救
急
車
を
利
用
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

要
請
が
あ

っ
た
内
訳
を
み
ま
す
と
、
急

病
が
全
体
の
約
半
数
で
最
も
多
く
、
次
い

で
交
通
事
故
、
一
般
負
傷
な
ど
と
な

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
傷
病
程
度
別
で
は
、
入
院
を
必

要
と
し
な
い
軽
症
の
患
者
が
、
多
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
自
家
用
車
な
ど

を
利
用
で
き
る
も
の
、
家
族
の
応
急
処
置

で
間
に
合
う
も
の
な
ど
、
不
要
不
急
の
場

合
も
あ
り
ま
し
た
。

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
早
く
治
療
す
る
こ
と

は
大
切
で
す
が
、
緊
急
性
の
な
い
救
急
車

の
要
請
は
、
ほ
か
に
交
通
事
故
や
重
症
者

表

月 臼 実 施 場 所 実施時間

t甫 出 張 所 10: 00 -10: 20 
10月5日(7K)主令 田 出 張 所 10 : 40 -11 : 10 

大 キナ 市 q玉:rL乙 所 12 : 00 -13 : 30 
1回t i頼 出 張 所 10 : 00 -10 : 30 

10月6日(木)
竹松出張所 10 : 50 -11 : 20 

西大村コミ ュニテノセンター 12 : 20 -13 : 00 

西大村出張所 13: 15 -14: 00 

松 原 出 張 所 10 : 20 -10 : 50 

10月 7日倒 大 村 保 健 所 12:00-13:30 

福 重 出 張 所 14:00-14:30 

程日

な
ど
、
本
当
に
救
急
を
必
要
と
す
る
患
者

が
あ

っ
た
場
合
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

大
事
に
い
た
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

救
急
車
を
利
用
で
き
る
の
は
:
:

①
火
災
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
る
傷
病

者
②
交
通
事
故
、
そ
の
他
の
屋
外
、
公
衆
の

出
入
り
す
る
場
所
で

の
傷
病
者

①
ガ
ス
中
毒
、
ヤ
ケ
ド
、

急
病
な
ど
屋
内

で
生
じ
た
傷
病
者

で
、
迅
速
に
病
院
な
ど
へ
行
く
手
段
が
な

い
場
合
と
な

っ
て
い
ま
す
。

軽
い
ケ
ガ
や
病
気
で
救
急
車
を
呼
ぶ
ほ

ど
も
な
く
、
夜
間
、
休
日
な
ど
適
当
な
病

院
が
見
当
た
ら
な
い
と
き
は
、
最
寄
り
の

消
防
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

救
急
の
と
き
は
1
1
9
番
へ
電
話
し
、

①
事
故
発
生
の
場
所
、
目
標
②
事
故
の
状

況
③
ケ
ガ
、
病
人
の
数
、
性
別
、
年
齢

④
容
態
、
電
話
番
号
を
通
報
し
て
く
だ
さ

ひろげよう

障害のり越え働く職場

妊
婦
教
室
(
明
日
の
親
の
た
め
の
教
室
)
ヘ

8 -

参
加
し
ま
せ
ん
か

こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
に
な

る
あ
な
た
。
結
婚
前
の
あ
な
た
。
元
気
な

赤
ち

ゃ
ん
を
育
て
る
た
め
、
幸
せ
な
家
庭

を
つ
く
る
た
め
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

女
性
は
も
ち
ろ
ん
男
性
の
方
も
ど
、
つ
ぞ
。

期

間

山

月

5
日
j
お
日
(
毎
週
水
曜
日
、

一
計
5
回
)
午
後
1
時
1
4
時

み
ん
な
で
子
ど
も
を
幸
せ
に
グ

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

受
講
料
無
料

定

員

初

人

申
し
込
み

電
話
で
市
コ
ミ
セ
ン
ま
で

(宮
⑪
3
1
6
1
)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

里
親
を
ざ
が
し

T
V
ま
苛

保
護
者
の
い
な
い

子
ど
も
や
、
家
庭
で

養
育
出
来
な
い

子
ど
も
達
が
い
ま
す
。

恵
ま
れ
な
い
不
幸
な
子
ど
も
を
引
き
と

っ
て
、
育
て
て
く
だ
さ
る
里
親
の
方
は
い

企心身障害者雇用促進キャンペーン ( ~ ・市役所)

近年、事業主の方々のご理解によ り、障害

者の職場は拡大しつつあ り、景気も回復の傾

向にありますが、まだ多くの障害者が働く機

会を待 っています。

1人でも多くの障害者が働く場と生きがし、

を持てるよう事業主の方々のご理解とご協力

をお原兵いします。

ま
せ
ん
か
。

里
親
に
な
れ
る
人

①
結
婚
し
て
い

る
夫
婦
、
ま
た
は
片
親

②
年
齢
は
、
加
歳
j
m
叩
歳
ま
で

③
児
童
の
養
育
に
理
解
が
あ
り
、
熱
意
と

豊
か
な
愛
情
を
持
つ
人

④
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
に
、
県
か
ら

養
育
費
お
よ
び
、
医
療
費
な
ど
が
支
給

さ
れ
ま
す

※
詳
し
く
は
、

市
福
祉
課
児
童
係
ま
で

大
村
市
で
も
日
磁
発
生

日
本
脳
炎
を
防
ぐ
に
は

①
ま
づ
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
こ
と

②
蚊
の
駆
除
と
発
生
源
を
除
く
こ
と

③
夏
パ
テ
防
止
、
並
び
に
休
養
・睡
眠
を

取
る
こ
と

万

一
高
熱
等
が

つ
づ
く
場
合
は
早
目
に

専
門
医
に
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。



! 大 当 器 ー が見 癌 |か 癌 性 の ボ あ すなな
; 切 りで 皮 度 、え 皮で ジ ら 、の 加)り 次。 ど痔
: 市 で過 す膚 専皮 る 膚す エ ず 基腫齢 、まに のみ
? 立 すぎ 。は門膚 た 病 。 ツ み底 痕 と 有 す 、 基が
l 病 。や日全医に め は ト ら細も共茎 。皮 礎続
' 院 湿 頃身 の変 、自 病れ 胞 多に軟脂膚 疾く
: 皮 度かを診な 自 分 は ま 癌い 必 腫 漏 の 患場
i 膚 、ら 包 察で己の 湿 す なの然、性腫 が 吾
; 科 衣紫んを き 診 目 疹 。ど で 的老 角痕 あは
: 医 服外で受も断で に ボ の すに人 化 性 る糖
! 長 に線くけのを症 よ l皮が生性症 の 場 尿
i も(れ まがし状 く エ 膚、じ血(で 合病
; 牛 気 日てしでがの 似ン癌 有 て管 年 き がや
i 島 配光 い よ きち 全 た病も刺 く 腫寄も あ 腎
i 信 り ) る う たで て 表や少細るな りの り疾
i 雄 が の 臓 。ら すが 皮ぺな胞良どイ が ま 患
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でー

最
近
は
、
労
働
環
境
や
生
活
環
境
が
改

善
さ
れ
、
衛
生
状
態
も
大
変
良
く
な
り
、

皮
膚
科
を
訪
れ
る
患
者
さ
ん
の
疾
患
様
相

も
異
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
昔
前
ま
で
多
か
っ
た
赤
ん
坊
の
ア
セ

モ
ノ
ヨ
リ
は
、
ク
ー
ラ
ー
の
普
及
と
共
に

す
っ
か
り
見
ら
れ
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ

り
に
ア
レ

ル
ギ
ー
性
疾
患
や
、
高
齢
者
の

皮
疲
疾
患
の
患
者
さ
ん
が
多
く
な

っ
て
き

ま
し
た
。

今
回
は
老
人
の
皮
膚
病
に
つ
い

て
述
べ

て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
も
多
い
の
は
湿
疹
皮
膚
炎
と
呼
ば
れ

る
グ
ル
ー
プ
で
、
特
に
頭
髪
の
生
え
際
な

ど
の
フ
ケ
の
た
ま
り
や
す
い
部
分
に
、
赤

い
炎
症
を
お
こ
し
て
く
る
脂
漏
性
皮
膚
炎

人
生
銅
鐸

や
、
冬
場
の
空
気
の
乾
燥
し
た
時
に
、
皮

膚
が
カ
サ
カ
サ
に
な
り
、
痔
み
を
伴
う
乾

皮
性
湿
疹
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

前
者
は
、
治
療
で
軽
快
し
て
も
再
発
傾

向
が
み
ら
れ
、
洗
髪

・
洗
顔
時
の
刺
激
が

増
悪
因
子
と
な
り
ま
す
の
で
、
爪
を
立
て

て
洗
わ
な
い
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

後
者
の
乾
皮
性
湿
疹
は
、
暖
房
の
効
い
た

乾
燥
し
た
空
気
の
た
め
に
、
皮
脂
の
少
な

い
老
人
の
皮
膚
は
カ
サ
カ
サ
に
な
り
や
す

く
、
摩
み
が
生
じ
て
き
て
、
ひ
ど
く
な
れ

ば
貨
幣
状
湿
疹
な
ど
に
進
行
し
て
行
き
ま

す
。
こ
う
な
る
と
外
用
治
療
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
普
段
か
ら
加
湿
や
衣
服

(
肌
着

は
綿
類
を
)
に
配
慮
し
た

い
も
の
で
す
。

2
番
目
に
多
い
の
は
皮
膚
癌
庫
症
で
す
。

掻
き
傷
以
外
に
と
り
た
て
て
発
疹
は
な
く
、

痔
み
が
強
い
と
い

っ
た
状
態
で
す
。
頑
固

原

爆

被

爆

者

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

対
象
者

被
爆
者
健
康
手
帳
お
よ
び
健
康

診
断
受
診
者
証
を
持

っ
て
い

る
人

検
診
の
種
類

①
胃
が
ん
②
肺
が
ん
③
乳

が
ん
④
子
宮
が
ん
⑤
多
発
性
骨
髄
腫

実
施
時
期

日
月
1
日
出
か
ら

受
診
方
法

直
接
、
委
託
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
が
ん
検

診
の
際
に
も
受
診
申
請
書
に
よ
り
申
請
す

れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
委
託
医
療
機
関
、
大
村
保

健
所
、
市
福
祉
課
社
会
係
に
あ
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た

は
、
健
康
診
断
受
診
者
証
お
よ
び
印
鑑

問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
、
県
原
爆
被

委
託
医
療
機
関

(
市
立
病
院
、
国
立
長
崎

中
央
病
院
)

老人教養講座

作晶展示会
老人福祉セ ンタ ーで開講している

講座の受講生が、日頃の勉強の成果

を発表し ます。

期間 10月27日(柄-29日ω
場所 福祉センタ 一大会議室

展示品 盆栽、書道、生け花、俳句

第16回

民
羽
一
日
明
以
内

MBhJ凶臼

お
減
J
汐
成
曾
守

日
時

叩
月
初
日
目
午
前
9
時
却
分
開
会

場
所

陸
上
競
技
場
(
雨
天
時
、
大
村
競

艇
場
内
)

問
い
合
わ
せ

市
身
障
連
事
務
局
(
宮
@

7
0
0
2
)
 

「エコロジ
i
-
マ
i
ク」

デ
ザ
イ
ン
募
集

|

|
環
境
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
で
あ
る
だ
め
に
l

|

課
題

消
費
生
活
に
お
け
る
環
境
保
全
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
で
、
環
境
保
全
に

役
立
つ
商
品
や
、
環
境
に
よ
り
よ
い
影
響

を
与
え
る
商
品
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク

応
募
方
法

応
募
は
ハ
ガ
キ
を
使
用
し
、

1
枚
に
1
案
。
裏
面
に
作
品
、
表
面
に
氏

名
、
性
別、

年
齢、

住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
(
学
校
名
)
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
l
ク
に
は
、
ご
く
手
短
か
に
記
載
で
き

る
ス
ペ

ー
ス
が
必
要
で
す
。単
色
使
用
(色

は
自
由
)。
作
品
は
返
却
致
し
ま
せ
ん
。

郵
送
先

例
日
本
環
境
協
会
「
エ
コ
ロ

ジ

ー
・
マ
ー
ク
事
務
局
」

(干
郎
東
京
都
港

区
虎
ノ
門
1
の
5
の
8
、
オ
フ
ィ
ス
虎
ノ

門
1
ビ
ル
5
階
宮

ω(問
)
0
2
4
7
)

締
め
切
り

叩
月
訂
日
間
(
当
日
消
印
有

効
)
賞

環
境
庁
長
官
賞
、
副
賞
加
万
円
ほ
か

発
表

日
月
中
旬

昭和63年 8月31日現在

人 傷事故
8 月 今年度の累計 前年度同期 増減

件数死者 傷者件数死者傷者 件数死者 傷者件数死者 傷者

14 人 人 {牛 人 人 f牛 人 人 1'1 人 人
大 十す 市

39 O 46 1 224 170 4 203 +12 -3 +21 

{キ 人 人 {牛 人 人 「十 人 人 l'十 人 /、

長 山奇 県
626 7 757 3742 51 4775 3703 52 4ωo 十39 十175

大村市の 1'1→ 1'1 1'1 1'1 

物 損 事故
120 829 780 十49

ハH
U

大村警察署提供

交通事故発生状況



レ
ポ
ー
タ
ー

富
永
美
佐
子
さ
ん

ぼ

く

の

わ
た
し
の

バ
レ
エ
の
衣
し
よ
う

柿2

平2

智主

子
さ
ん

(
6歳
・
久
原
ぺ
|
丁
目
)

森
ト
キ
ヨ
さ
ん
(
回
歳

本
町
)
自
営
業

藤
本4

2
 
社明
さ
ん

42 
歳

城 戸
町
.~ . 

員

1 ¥ t 
f 轟孟ま.~~.ー
こ がしようだ

古賀勝太 くん(松山町〉

ア生まれ

アグFノル登場
元気ない疋ずら好きの子です。

そして¥とにかく良く食べます。

元気でだくさ表しく育ってね

• (白・ 真智子さん〉

民
)S62 

た
か
ら
も
の

わ
だ
し
の
だ
か
ら
も
の
は
¥
バ

レ
工
の
と
き
の
レ
オ
タ
ー
ド
と
¥

シ
ュ
ー
ズ
と
¥
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い

の
と
き
に
き
だ
¥
い
し
よ
う
で
す
。

こ
の
い
し
よ
う
は
¥
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
だ
。

は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
が
ち
か
づ
い

て
く
る
と
う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
¥
は
つ
ぴ
ょ
う

か
い
の
と
き
は
い
つ
も
¥
ど
き
ど

き
し
た
り
¥
わ
く
わ
く
し
だ
り
し

ま
す
。

3
オ
の
と
き
か
ら
な
ら
っ

て
い
る
の
で
¥
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
¥
バ
レ
工
を
つ
づ
け
て
い
き
だ

い
で
す
。

。
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か

水
が
き
れ
い
で
す
ね
。
特
に
松
原
は
き

れ
い
。
ま
た
、
人
間
味
が
あ
り
、
の
ん
び

り
し
て
い
る
。
で
も
、
松
原
は
市
の
一
番

端
に
あ
る
た
め
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、

静
か
す
ぎ
る
気
も
し
ま
す
。

。
大
村
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
と
思

い
ま
す
か

-
野
岳
県
立
公
園
は
、
良
い
所
だ
と
思

っ

て
い
ま
す
が
、
生
か
さ
れ
て
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
ね
。
も
う

一
工
夫
し
て
ほ
し
い
0

・
国
道
に
し
て
も
市
道
に
し
て
も
、
道
幅

が
狭
く
、
子
供
た
ち
に
は
と
て
も
危
険
で

交
通
事
故
が
心
配
。
道
路
整
備
と
共
に
、

子
供
の
遊
び
場
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

・
世
の
中
が
悪
い

の
か
、
家
庭
教
育
が
悪

い
の
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
が
、
若
い
人

の
あ
い
さ
つ
が
な
い
。
あ
い
さ
つ
を
す
る

事
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
ふ
れ
あ
い
が
出

来
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
公
害
の
な
い
、
大
学
や
専
門
学
校
の
誘

致
な
ど
若
い
人
に
魅
力
の
あ
る
町
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か

凶
年
前
に
佐
世
保
か
ら
転
入
し
て
き
ま

し
た
が
、
第
一
印
象
は
、
何
も
な
い
寂
し

い
町
だ
な
i
と
思
い
ま
し
た
。
現
在
も
他

市
に
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
だ
な
あ

!

と
思
い
ま
す
。
他
市
よ
り
も
ハ
イ
レ
ベ
ル

で
発
展
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

で
も
、
衣

・
食
・
住
の
中
で
、
特
に
食

は
、
充
実
し
て
い
て
安
い
し
、
生
活
は
し

や
す
い
0

・
城
下
町
の
流
れ
か
ど
う
か
分
ら
な
い
が
、

地
元
意
識
が
強
く
(
よ
そ
者
を
受
け
入
れ

こん亀ワ・11，ーフ知.，て否?A92 
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市民映画

8 国本男性料理10月8日(土)午後2時-----3時30分
西大村コミュ二ティセンター

くフィルム名〉
ごんぎつね (アニメーション21分〉
思いやり (成人教育30分〉

歯 5
2草
生さ
士ん

22 
歳

原 J

口下

町

。
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か

.
と
て
も
住
み
や
す
く
良
い
所
だ
と
思

っ

て
い
ま
す
が
、
の
ん
び
り
し
て
い
る
。

も
う
少
し
活
気
が
欲
し
い
で
す
ね
。

-
大
村
は
、
車
が
無
い
と
不
便
な
所
で
す

ね。。
大
村
を
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
と

思
い
ま
す
か

・
若
い
人
が
集
ま
る
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
ほ
し
い
。

・
大
学
な
ど
を
誘
致
し
て
、
学
園
都
市
に

し
て
ほ
し
い
。

-
大
村
は
、
海
・
山
に
恵
ま
れ
て
い
て
、

環
境
は
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
緑
の
利
用

(
美
観
)
が
余
り
良
く
無
い
気
が
し
ま
す
。

街
の
中
(
ア
ー
ケ
ー
ド
等
)
に
緑
を
飾

り
、
近
く
に
は
、
噴
水
や
花
時
計
が
あ
る

公
園
、
駅
前
に
は
花
公
園
を
作
る
な
ど
し

た
ら
、
ず
い
ぶ
ん
良
く
な
る
の
で
は
。

ま
た
、
ゆ

っ
く
り
散
歩
で
き
る
よ
う
な

並
木
道
が
欲
し
い
で
す
ね
。

・
若
い
人
が
働
け
る
、
企
業
を
誘
致
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ハU
1
1ム

，..-: 

4阜

「
お
ー
い
酒
」
「
ち
ょ
っ
と
入
れ
す
ぎ
じ

ゃ
な
か
ネ
」
「
酒
は
多
か
方
が
う
ま
か
と
グ
」

健康テレホンサービス

0958・26・5511
10月のテマ
月肝臓ガン

火 骨肉腫

水 食道ガン

木 子どもの白血病

金タバコとガン

土日大腸ガン

大村子ども劇場

木
曜
日
の
夜
7
時
、
コ
ミ
セ
ン
の
料
理

主
か
ら
は
楽
し
い
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
コ
ミ
セ
ン
の
男
性
料
理
教
室
を
受
講
し

た
後
、
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
た

「
男
性
料
理
・
木
曜
会
」

家
族
を
ア

ッ
と
言
わ
せ
て
み
た
い
グ
必

要
に
迫
ら
れ
て
:・
。
動
機
は
様
々
で
す
が
、

山
口
貞
子
先
生
の
気
さ
く
な
人
柄
に
も
引

か
れ
て
、
や
る
気
満
々
の
男
性
が
、
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

「男
子
厨
房
に
入
る
べ
か
ら
ず
」
は
も

う
古
い
。
手
軽
に
で
き
る
料
理
か
ら
、
ち

ょ
っ

と
手
の
混
ん
だ
料
理
ま
で
、
大
村
に

新
し
い
風
を
起
こ
そ
う
と
、
日
人
で
発
足

し
ま
し
た
。

い
ま
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
で

す
。
我
こ
そ
は
と
思
わ
れ
る
方
、
経
験
?

は
全
く
聞
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、

一
緒
に
料
理
の
楽
し
き
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

申
し
込
み
は
市
コ
ミ
セ
ン
(
宮
⑪
3
1
6

1
)
ま
で

バレエ「コヴベリアJ

-TCB企画公演 ー
ホフマンの奇妙な幻想世界で始

まるバレエ。
10月25日(火)午後6時30分-----8
時15分市民会館

問い合わせ 大村子ども劇場

(fi⑬7063) 
-11-



お
し
ら
せ

健

産

康

議

期

日

目

月
ロ
日
制

場
所

中
地
区
公
民
館
大
会
議
室

。
講

演

会

時
間

午
後
1
時
ぬ
分
i

演
題

「
老
人
の
腰
痛
症
」

講

師

貞

松
整
形
外
科
病
院

貞
松
繁
明
先
生

。
健
康
相
談

(
市
保
健
婦
)

時
間

午
後
3
時
よ
り

み
ん
な
の
健
康
教
室

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

「血
尿
に

つ
い
て
」

講
師

国
立
長
崎
中
央
病
院

泌
尿
器
科
医
師

林

幹

男

先

生

日
時

ω月
比
日
幽

午
後
1
時
1
2
時
初
分

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

国
立
長
崎
中
央
病

院
地
域
医
療
研
修
セ
ン

タ
ー
(
合

@
3
1
2
1
)
 

薮
お
題
は

A
E
 

「始
晴
L 

昭
和
臼
年
歌
会
始
の
詠
進
歌
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

詠
進
の
要
領

O
自
作
の
歌
で
、

一
人

一
首
と
し
、
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

0
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で

自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

0
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
な
ど
に

よ
り
代
筆
す
る
場
合
は
、
別
の

紙
に
代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の

住
所

・
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
点
字
で
詠
進
し

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

期間 10月15日(お-----17日侶)
内容 舞台発表の部=合唱 ・民

踊 -5訳語 -ダンス -パレ工・
演奏他

展示発表の部一書 ・陶芸・手芸

・絵画 ・他作日展

場所 市コミセン

※入場無料です。おさそい合わせ

の上¥ お出かけくださいo
' H+H-I-I ・吋-H

一寸

道路標識について ! 
ご意見はありませんか i

10週全
月間国
3 道
日路
j 標
9 識
日

島の回りの標識(案内標識〉の設

置状況および、表示内容などについ

て、お気付きの点ガありましたらご

意見をお寄せください。

宛先 県道路維持課、各夏庁、振興

層、 土木事務所の道路課

問い合わせ 県道路維持課維持補修

係(宮長崎@050 4) 

O
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号

・
住
所

・
氏
名
(ふ

り
が
な
)

・
生
年
月
日

・
職
業

を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
期
限

凶
月
日
日

ω当
日
消

印
有
効

送
付
先

宮
内
庁
(
干
川
東
京
都

千
代
田
区
l
番
1
号
)
へ

、
封
筒

に
「
詠
進
歌
」
と
明
記
の
う
え
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

物
価
パ
ス
を
運
行

消
費
者
の
物
価
問
題
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
深
め
、
物
価
の
安

定
に
資
す
る
た
め
行
い
ま
す
。

対
象

大
村
市
、
諌
早
市
、
北
高

来
郡
、
東
彼
杵
郡
の
在
住
者

運
行
日
時

凶
月
お
日

ω

午
前
刊
時
i
午
後
3
時

見
学
施
設

附
玉
川
繊
維
工
業
所
、

長
崎
ワ

コ
ー
ル
縫
製
附

募
集
人
員

必
人

募
集
方
法

公
募
と
し
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

参
加
費
用

無
料

申
込
方
法

は
が
き
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

叩
月
日
日

ω(必
着
)

発
着
場
所

諌
早
駅
前
県
営
パ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(一

T
m長
崎
市
江
戸
町
2
1
日
県

生
活
課
宮
長
崎
⑫
3
6
2
1
)

県
税
納
税
相
談
臼
を

開

設

し

ま

す

諌
早
県
税
事
務
所
で
は
、
納
税

者
の
皆
さ
ん
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

休
日
納
税
相
談
窓
口
を
聞
き
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

凶
月
2
日
同

午
前
9
時
i
午
後
5
時

O 市 場
5 永 所
O 昌
8東諌
)町早
宮 県
② 税
1 事
O 務
3 所
2 ~ 
、諌

② 早

第
お
ロ
市
民
音
楽
祭

日

時

同

月
幻
日
出
、
午
後
6
時

ぬ
分
開
演

場
所

市
民
会
館

出
場
団
体

邦
楽
:
:
筑
紫
会

・
和

光
会

・
星
風
会

・
宮
城
会

合
唱
:
市
民
合
唱
団
(
歌
う
会
)

器
楽
:
:
大
高

・
西
中

・
桜
が
原
中

・
大
村
中

・
郡
中
吹
奏
楽
部

個
人
:
:ピ
ア
ノ

・
ギ
タ
ー

入
場
料

5
0
0
円

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課

%
ミ
リ
挟
写
機
操
作

技
術
認
定
講
習
会

子
ど
も
会
や
P
T
A
な
ど
の
活

動
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、

聞
き
ま
す
。

終
了
者
に
は
、
フ

ィ
ル
ム
、
映

写
機
が
無
料
で
使
え
る
、
県
教
育

委
員
会
か
ら
の

「技
術
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

日

時

凶

月
口
日
間

i
m日
ω

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

定

員

初

人

受
講
料
無
料

申
込
方
法

電
話
で
市
コ
ミ
セ
ン

(
宮

@
3
1
6
1
)

へ

受
け
付
け
開
始

日
月
3
日
間

円
ノ
“

吋

-
B
A

国

危
険
物
取
扱
者
試
験

お
よ
び
準
備
講
習

。
取
扱
者
試
験

試

験

日

日
月
初
日
制

試
験
種
目

O
甲
種
O
乙
種
(
全
類
)

試
験
会
場

大
村
会
場
・
・
・
大
村
工
業
高
校

。
準
備
講
習
会

(乙
種
)

日

時

凶

月
幻
日

ω
i
m日
閥
、

午
前
9
時
1
午
後
5
時

会

場

勤

労
者
福
祉
会
館
(
諌
早

市
宇
都
町
)

(丙
種
)

日

時

叩

月
初
日
目
、
午
前
9
時

i
午
後
5
時

会
場

大
村
市
福
祉
セ

ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
予
防

係

(
宮
②
4
1
3
8
)

へ O
丙
種

第
別
海
軍
航
空
廠
殉
職
者
慰
霊
大
祭

m月
お
日
制
午
前
叩
時
初
分
慰
霊
塔
公
園
(協
和
町
)



旬
月
旬
日

市
民
球
技

。
市
民
球
技
大
会

各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
チ

ー
ム
が
、
優
勝
の
栄
冠
を
目
指
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い

ま
す
。

ご
声
援
く
だ
さ

い
。

場
所

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
:・

市
営

野
球
場
、
補
助
グ
ラ
ン
ド

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・:
市
民
体
育
館
、

大
村
小
学
校
体
育
館

出
場
チ
l
ム

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(男
子
)

三
浦
・・・
今
村

鈴
田
・:
内
倉

・
岩
松

大
村
・:
木
場

・
水
主
町

西
大
村
:
・植
松
3
丁
目

・
新
城

竹
松
・:
大
川
田

・
小
路
口
本
町

福
重
・:
福
重
町

・
皆
同

松
原・・・北
野
岳

萱
瀬
・・・
中
岳

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
女
子
)

三
浦
・・
・日
泊

鈴
田
・・・
陰
平
下

大
村
:・
木
場

・
須
田
ノ
木

西
大
村
・:
植
松
3
丁
目

・
下
諏

訪竹
松
・
:
富
の
原
1
丁
目

・
竹
松

町福
重
:・
立
福
寺

・
今
富

松
原
・
・・
浦
2
区

萱
瀬
・・・北川
内

「
体
育
の
目
」

• 
綱
引
き
大
会

。
市
民
綱
引
き
大
会

市
内
在
住
の
成
人
の
方

(隊
内
居

住
者

・
大
学
生
を
除
く
)
の
参
加

で
行
い
ま
す
。

場
所

玖
島
中
学
校
体
育
館

チ
ー
ム
編
成

町
内
単
位
男
女
別

1
チ
l
ム
ー
ロ
人
以
内
、

競
技
選

手
1
8
人
、
体
重
制
限
H
H
男
子
合

計
体
重
別
均
以
内
、
女
子
合
計
体

重
刷
旬
以
内

ρ 、。ρ c:. 

。

中央公le11 ~~;J 
中旭区公iii@ぽ32ga局

須田正智(国立川棚病院)

岡六回 (市rL病院)

奥野 一裕(") 

園田 康男(") 

松永圭一郎(") 

婦人科医長(") 

(幸町25""'33市コミセン内包⑩3161)
容 | 期 間 |対象・定員 |講師(敬称略)

市立病院の専門医師の協力により、各分野に分けて詳しく、子防 ・対策について学習します。

幼児期~ゼンソク ・アレルギーの予防 ・対策 110月25日ω
成人病~老人性痴呆 ・脳血管障害

"糖尿病の予防

A 

序ヱ£フ
内

‘-

名座講

10 : 00 -1l : 30 

成 人

50人

13: 00 -14: 30 

13: 00 -14: 30 

13 : 00 -14 : 30 

11月2日(7K)

11月9日制

1l月14日開)1 心臓病について

1-7ゲン (消化器ガン)の子防

婦人病~ガンの予防ほか

13: 00 -14: 30 

13: 00-14: 30 

10月20日-12月22日
毎週木曜日 (10回)

11月22日(火)

11月29日(刈

人はだれでも一冊の本に書ける豊かな人生ドラマが

あります。

誰でも参加でき る入門コースです。この機会に自分

が歩んで、来た道を書き とめてみませんか。

勝成 j頼
成人

30人

成人
良 二五反田

30人

成人

11月1日-3月21日
第1・3火曜日(10回)
9:30-12: 00 

10月20日-12月22日
毎週木曜日 (10回)

19: 00-21: 00 

自分
10:00-12:00 

健 二飯野
30人

成人 視聴覚

前期に引き続き 、秋か ら春までの園芸入門 コースで

す。緑いきいき育ってますか。

きれいな写真は、その写真を見る 人に感動を起きせ、

また語りかけます。カメ ラを扱 うコツを習えばあな

たも写真家です。あなたも写真を写して楽しんでみ

ませんか。

あなたが作る名曲プログラム.グ

あなたの好きな曲、想い出の曲をみんなで観賞し ま

す。

あなたも今日から
名カメラマン

10月19日-12月21日
毎週水曜日 (10回)

19:00-21:00 
ライブラ リー他30人

(松並 1丁目246""'5 ft⑮ 1376) 
期 間 |対象・定員|講師(敬称略)

婦人 30人 | 大学教授 ・医
師 弁護士 ・学

識経験者など

・大学教授

・医 師

・学識経験者など

成人、又はj ・野口 弘満

親子(小学出 ・池野 和義

以上)30人J・野鳥研究家など

(1オ~枕学前のお千
さんは託児をいたし
ます)

乳幼児を持つ親
30人

(1才~就学jjl0お干さ
んは託児圭いたしますl

，、-、

奇

・女性の生きがいとは ・これからの婦人の生き方 ・社111月l日-12月13日
会参加 と生涯学習 ・女性のための法律 ・豊かな人生設|毎週火曜 日 計 7回

計のために ・婦人と病気など 110:00-12:00 
・かけがえのない幼児期 ・幼児の成長と心理(生活習慣、110月19日-12月7日
しつけなど)・小児科のカルテ(医学)・幼児期における食生|毎週水曜日 計 7回

活(偏食、小食など)・絵本だいすき (情操)など 110:00-12:00 
・星座の楽しみ方の基礎 ・惑星(火星、木星、土星)などの観110月15日-12月9日
i~IJ ・ 山あ る きのいろいろ ・ 大村ハイキングコースの実習( 野 | 主 と して土曜日の夜間及び日曜 日の

岳湖及び郡岳周辺)・大村公園又は野岳湖の野鳥探訪など|午前中 計 5回

上記
園、
ど~、. 

内

員E
名

乳幼児家庭教育学級

自然観察入門講座

座

婦人問題学習講座

講

申込期限 :10月10日(月)必着のこと。

申込方法:往復ハカ、、キに住所、氏名、性別、年齢、電話、希望する講座を一つ書いて、締切日

までに必着するように郵送してください。申し込み多数の場合は抽せんし ます。

複数の講座を希望する場合はハガキに希望順をおかき ください。

抽せん日 :10月11日(刈午前10時、 それぞれの公民館で行います。

円

t
U

1
E
4
 



ス
ポ
ー
ツ
少
年
窃

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時

日
月
日
日
出
l
M
日
制

場
所

市
民
体
育
館
ほ
か

申
込
期
限

日
月
4
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

出
場
資
格

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
登
録
し
て
い
る
団
体
で
、
そ
の

団
員
で
あ
る
こ
と
。

※
転
入
生
以
外
の
追
加
登
録
は
認

め
ま
せ
ん
。

参
加
費

1
チ
ー
ム

1
0
0
0
円

抽
選
会

叩
月
8
日
出

午

後

1

時
ぬ
分
、
市
コ
ミ
セ
ン

市
民
野
球
大
会

場期
所日

市 10
営 月
主求 22 
場 日
ほ仕)
カミ j 
23 
日
(臼)

チ
ー
ム
編
成

町
内
単
位
・
ク
ラ

ブ
チ

l
ム
(
協
会
登
録
選
手
は
1

チ
l
ム
3
人
迄
参
加
で
き
ま
す
)

参
加
料

5
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
野
球
協
会

(
宮
@
4
1
1
1

内
線
2
8
3
沖
田
、
ま
た
は

2

5
1
津
田
)

締
め
切
り

日
月
日
日
出

あ
つ
ま
れ
グ

チ
ビ
ツ
子

サ
ッ
カ
ー
教
室

期
間

山
月
日
日
目
i
毎
週
日
曜

日
、
午
後
3
時
よ
り

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
内
サ

場
所
ツ
カ
l
場小
学
2
年
生
以
下
の
男
女

無
料

(た
だ
し
保
険
料

対
象
参
加
費

3
5
0
円
が
必
要
で
す
)

指
導
者

市
サ

ッ
カ
ー
協
会

申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏

名

・
年
齢

・
お
よ
び
父
兄
の
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
植
松
3

丁
目
6
7
3
柴
田
公
平
ま
で

(
宮

②
6
7
8
2
)
 

締
め
切
り

叩
月
日
日
間
必
着

そ
の
他
O
ボ
ー
ル
は
各
自
名
前
を

書
い
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
会
場
ま
で
の
送
迎
は
必
ず
父
兄

で
お
こ
な

っ
て
く
だ
き
い
。

組

V句〆グ
y

t曙明事・霊. A.. ‘ 

~ P11f155!l2募集じ 3)S3
可~ 〆

|市立IlJ~ 
対象 昭和58年4月 2 日~59年4月 7 日生ま 4 

y. 
れの却児 ヂ

メ

※三浦鈎稚園は昭和59年4月 2 日~60年4用 主
7日生まれの刻児も受けばけます。 ポ

受け付け 10月15日出~31 日(月)

申込方法 各羽稚園にある願書で申し込んで

ください。

募集人員 三浦40人¥鈴田40人¥大村160入、
¥中央80入、竹松1似、 3 

福重40入、松原40人、放虎原80人 雪

問い合わせ 教育委員会庶務課 3 
1私立 i
対象 昭和58年4月2己~例年4月7日生ま i 
れの幼児 主
願書配布 10月20日附~31 日(月) 長
願書受付 竹月7日(火) 手
※詳細は各園にあ疋ずねください。 訴

大村聖白鈎稚園 〈植松2丁目 fi(2048) 
長崎星美鈎稚園 (水主町2丁目2⑫2473) 詐
向陽却稚園 (西三城町 宮⑫6262 ) 主

刊時計官官当相 -1_ ~.J. 持s&'保曹司

ぼ
し
ゅ
う

市
民
文
化
祭

市
震
作
昂
募
集

美
術
展
覧
会

日
月
1
日
ω
1
4
日
附

時
却
分
j
午
後
6
時

市
コ
ミ
セ

ン

《作
昂
募
集
》

部
門

洋
画

(版
画
)
、
日
本
画
、

書
、
写
真
、
彫
塑
工
芸
、
デ
ザ
イ

午
前
9

ン資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、

お
よ
び
通
勤

・
通
学
し
て
い
る

人
で
高
校
生
以
上

※
今
年
度
よ
り
賞
を
設
け
ま
し
た

の
で
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

出
品
数

各
部
門

1
人
1
点

(
彫
塑
工
芸
は

2
点
)

出
品
料

各
部
門

l
人
1
0
0

0
円

(高
校
生
3
0
0
円
)

申
込
期
間

刊
月
8
日
出

i
m
日

嗣申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

※
申
込
用
紙
は
市
コ
ミ
セ
ン
、
地

区
公
民
館
、
各
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。

電弘~

d多(益事昌司aa~忌oo 
種別l 住宅名 戸数 間 取 家賃(月額 ・円)

小路口第 1 6・6 3，000 

1 竹 松 6 6.3・4.5 6，600 

久 原 7 6・4.5・3 6，800 

種 東諏訪 6・4.5・4.5 1 5， 000 

久原第 2 4 6・6・5(同 2 1， 800 

種 別 団地名 戸数 間 取 家賃(月額 ・円)

ρ吊ι， 舟支 8 
6.6・DK-

1 5， 0 0 0 -2 0， 0 0 0 
6・4.5・4.5・3(;学)DK

l 
久原第 2 5 6・6・4.5(;羊)DK 21， 200 

城 1 6・6・6.DK 27，700 
種
松 山 9 6・6・6(洋)DK 27，500 -29， 000 

本小路 6・6・6(i羊) 32， 000 

2 干重 松 山 3 6・6・6(i芋)DK 20，500 -22， 500 

A
斗
A

1
1
4
 

受け付け 10月5日休:)-12日W)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

用紙配布 10月3日(月)から

受け付け 10月7日幽-13日(村

申し込み・問い合わせ 長崎県住宅供給公社

大村事務所 (東本町478番地 雷@6825)



間開発
明
翻
意
工
夫

コ
ン
ク
ー
ル
作
昂

募
集
作
品

・
一
般
発
明
考
案
、
創
意
工
夫
に

関
し
未
公
開
の
も
の
。

・
日
常
生
活
上
有
益
な
ア
イ
デ
ア

に
関
し
未
公
開
な
も
の
。

応
募
資
格

県
内
在
住
者

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
明
記
の

上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※

m円
切
手
同
封
の
上
、
応
募
用

紙
を
事
務
局
迄
請
求
く
だ
さ
い

。

応
募
期
限
凶
月
訂
日
間
(
当
日

消
印
有
効
)

発
表

ロ
月
中
旬

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

制
発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
干
脱

長
崎
市
文
教
町
2

1
5
長
崎
県
工

業
試
験
場
内
包
長
崎
@
2
6
4
7
)

技
術
向
上
訓
練

受

講

生

O
機
械
図
画
の
見
方
・
描
き
方

期
間
:
:
叩
月
3
日
間
i
rm
日
附

(
凶
日
間
)

O
テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト
レ
|
シ

ヨ
ン

(
初
級
)

期
間
:
:
叩
月
口
日
開
j

日
月
7
日

円

(
日
日
間
)

o
J
I
S
・
N
K
検
定

(
被
覆
ア

ー
ク
溶
接
)

期
間
:
:
凶
月
6
日
嗣
i
μ
日
同

ご
蕗
付

こ
引
お
り
が
と
う
ご
と
ま
し
た

福
祉
基
金
へ

V
片
山
幸
子
(
武
部
町
)
叩
万
円

V
秋
丸
勝
次
(
杭
出
津
2
丁
目
)

3
万
円

V
野
下
千
枝
子
(
久
原
1
丁
目
)

5
万
円

V
田
中
寛
忠
(
西
三
城
町
)
5
万
円

V
正
宝
公
子
(
古
町
1
丁
目
)
叩

万
円
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
福
田
美
佐
(
諏
訪
3
丁
目
)
印
万

円

(
敬
称
略
)

V
大
石
末
三

(福
重
町
)
叩
万
円

V
渡
辺
ア
キ
ヨ
(
中
里
町
)
凶
万
円

V
藤
山
洋
一
郎
(
西
大
村
本
町
)

5
万
円

V
村
上
佐
栄
子
(
三
城
町
)
日
万
円

大
村
市
文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
先
輩
と
語
る
夕
べ
実
行
委
員
会

H
H
6

万
仰
円

V
高
杉
サ
ト
(
宮
小
路
3
丁
目
)

凶
万
円

清
和
園
へ

V
長
崎
ヤ
ク
ル
ト
販
売
側
l
健
康

(
6
日
間
)

o
J
I
S
・
N
K
検
定

の
溶
接
)

期
間
:
:
叩
月
辺
日
出
1
お
日
目

(
2
日
間
)

O
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

(
有
接
点
)

の
基
礎
講
習

期
間
::
凶
月
4
日
ω

i
M
日
制

(
6
日
間
)

0
D
I
S
K
-
B
A
S
I
c
-

期
間

::ω
月
日
日
附
1
初
日
刊

(
9
日
間
)

O
パ
ソ
コ
ン
建
築
C
A
D
講
座

期
間
:
・
刊
月
口
日
間
1
1
月
初
日

同

(
同
日
間
)

O
L
P
ガ
ス
設
備
士
受
験
準
備
講

習

(
学
科
)

期
間
:
:
凶
月
5
日
制
1
紅
白
樹

(
中
肉
管

講
座
奉
仕

V
親
奉
会

・
森
安
大
郎

・
岩
井
勝

・
中
島
松
了
末
永
辰
夫
H

理
容

奉
仕
V
茶
道
宗
偏
流
l
茶
道
慰
問

各
社
会
福
祉
施
設
へ

V
佐
藤
畜
産
H
H
室
内
用
ゲ

l
ト
ボ

ー
ル
練
習
器

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所
l
却

万
削
円

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
板
橋
養
鶏
場

1
冷
凍
卵

V
黒
木
病
院

l
図
書

V
大
村
パ

l
ル
レ
ー
ン
1
ボ
ー
リ

ン
グ
招
待

大
村
子
供
の
家
へ

(
7
日
間
)

O
ビ
ニ
ー
ル
管
溶
接

期
間
:
・日
月
凶
日
附
1
幻
日
附

(
4
日
間
)

O
木
工
技
術

(
初
級
)

期
間
・

:
叩
月
辺
日
出

j
m目
的

(
2
日
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
干
制

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
8
②

2
3
2
3
)
 

自
衛
官
・
学
生

⑦
防
衛
大
・
防
衛
医
科
大
学
校
生

で
況
歳

資
格

高
卒
(
見
込
み

未
満
の
人

V
隅
淳
司
(
乾
馬
場
町
)
2
万
山
円

マ
富
ノ
原
老
人
会
H
H
ま
ん
じ
ゅ
う

ほ
か
V
久
田
松
政
義
(
黒
丸
町
)
ト
ウ

モ
ロ
コ
・
ン

V
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会

1
学
用
品

V
竹
村
敬
子
(
大
川
田
町
)
エ
レ

ク
ト
l
ン

V
赤
水
清
春
(
本
町
2
丁
目
)
1
万
円

泉
の
里
へ

V
溝
口
玉
利
(
松
原
1
丁
目
)
ナ
ス
ビ

マ
鈴
木
、
和
田
、

好
田
、
平
、
井

手
理
容
院

l
理
容
奉
仕

V
山
口
保
則
(
松
並
2
丁
目
)
ト

マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
缶

V
上
杭
出
津
福
寿
会
1
1
万
円

受
け
付
け

ル八試
験

(
一
次
)

防
衛
大
・
・・日
月
3
日
附

i
4
日

幽
、
防
衛
医
科
大
:
日
月
山
日

ω
1
日
日
制

②
看
護
学
生

資
格

高
卒
(
見
込
み
)
し
た
人

で
辺
歳
未
満
の
女
子

受
け
付
け

叩
月
1
日
出
1
汎
日

日
月試
験

(
一
次
)

日
月
8
日
ω

め
②
と
も

試
験
場

大
村
駐
屯
地

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
包
@

円

h
u
q
A
1
ム

月

i

叩
月
1
目
的
1
お
日

V
大
川
田
老
人
会

l
奉
仕

V
原
口
モ
モ
エ
(
大
川
田
町
)
菓
子

V
田
中
寛
忠
(
西
三
城
町
)
5
万

円
、
菓
子

V
松
原
西
部
福
寿
会
1
洗
剤
ほ
か

慈
恵
荘
へ

V
開
田
熊
男
(
黒
木
町
)
凶
万
円

V
大
村
遊
漁
組
合
1
鮮
魚

V
天
晴
会
館
l
ガ
ー
ゼ

マ
永
倒
ま
ん
じ
ゅ
う
庖
l
ま
ん
じ

ゅ
う
、
お
は
ぎ

V
為
永
造
花
庖

l
精
霊
船
一
式

V
中
川
芳
道
(
古
賀
島
町
)
キ
ュ
ウ
リ

V
原
生
花
居

l
花

V
辻
本
治
男
(
荒
瀬
町
)
イ
チ
ヂ
ク

V
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ
1
奉
仕

V
中
橋
政
美
(東
大
村
2
丁
目
)慰
問

婦

人

健

康

体

操

第

2
教

室

会

員

誰
で
も
で
き
る
リ
ズ
ム
体
操

・

ス
ト
レ

ッ
チ
体
操

・
肩
こ
り

・
腰

痛
体
操

・
ス
ポ
ー
テ
ィ
ゲ
l
ム
・

レ
ク
ダ
ン
ス
な
ど
:
・
/

日
時

毎
週
水
曜
日
午
後
l
時

1
2
時
ぬ
分

場
所

西
大
村
コ
ミ
セ
ン

会
費

月
額
1
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

峰
ひ
と
み
(
宮
@
5
0
4
9
)

※
市
コ
ミ
セ
ン
で
は
、
毎
週
金
曜

日
、
午
前
日
1
1
時
初
分

女男
子子

モ

タ

ボ

ト

選

手

募

集

中

応
募
資
格

・
年
齢
:
:
口
歳
以
上
幻
歳
未
満

(
昭
和
制
年
1
月
凶
日
l
U
年
1

月
日
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

・
身
長
:
:
1
6
5
m
以
下

・
体
重
:
:
男
子
幻
旬
以
上
回
旬
以

下
、
女
子
必
旬
以
上
回
旬
以
下

・
視
力
:
:
裸
眼
(
メ
ガ
ネ
、
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
不
可
)
で
両

眼
と
も
川
以
上
(
色
盲
不
可
)

応
募
・
問
い
合
わ
せ

制
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会
(
玖
島
1
丁
目
白
番
地
l

g
@

6
1
9
4
)
 

R
U
 
--ム



、
も〆

旬
月
は
固
定
資
産
税

(
3期
)

険
税

(
4期
)
の
納
期
で
す。

、

国
民
健
康
保

2日 当番医 15日
(日) (内)川本内科医院久原1丁目 合@ 5675 (土)

耳とことばの相談 福祉センタ- 1 3:00~ 1 5:00 

(産 ・内)桝本産婦人科内科医院 大川田町 16臼 当番医
包o8355 (日) (内・呼)ともなが内干ヰクリニ ック

3日 安産教室 市役所 9 : 30~11 : 00 ②9:30まで 杭出津 2丁目 合⑪ 5000

(月) ⑧母子健康手帳、ズボン
(外)中島外科医院西=城町 宮② 3875

→史健康相談 市役所 13: OO~ 16: 00 17日 乳均児健康相談 竹松出張所
⑪40歳以上 ⑮血圧測定ほか (月) ② 9 : 30 ~11 : 00.. … . 0 ~ 6か月の乳児

48 
13: 30~ 15: 00・・・・・・ 7か月以上の乳幼児

乳鈎児健康相談 松原出張所 ②13:30~ 15: 00 
⑮離乳食教室 10: 30~ 

(火) 7 8 (日火) 乳鈎児健康相談 菅i頼出張所 ② 9:30~ 11: 00 

58 妊婦教室(オ)市コミセン 13:00~16 : 00 19日
(水) (水)

妊婦教室(3) 市 コミセン 1 3 : 00~16 : 00

6日 機能訓練根気の会 福祉センタ- 13 : 30~15 : 30 20日
機能訓練根気の会 心身障害者ゲートホール場 1 3 :30~15 : 30

(木) (木) 定期巡回献血 市役所 9:30 ~12 : 00 

ア日 成人の健康相談 福祉センター 13: 00~15 : 30
21日 T歳6か月児健康診査

(金) ⑪⑮…3日(月)と同じ
(金) 市コミセン ② 13:OO~ 13: 30 

⑪⑬…13日(木)と同じ

9日 当番医
妊婦教室(4) 市コミセン 1 8 :30 ~20:30 

(日) (内e呼)おおつか内科医院西三城町宮③ 8080 23 8 当番医
(眼)岩崎眼科医院本町 宮② 3435 (日) (内・消)南野内科消化器科医院

10日 当番医
東三城町 岱⑬ 3731

(月・祝) (内)早囲内科医院竹松本町 宮③ 3530
(外)原医院 宮小路1丁目 色③ 8427

(耳)下山耳鼻咽喉科医院 原口町 26 (日水) 妊婦教室(5) 市コミセン 13:00~16:00
合③ 0648

竹白 乳鈎児健康相談 市コミセン 27巴 3歳児健康診査 大村保健所

(火) ⑧ 9: 30~ 11: 00..…. 0 ~ 6か月の乳児 (木) ② 9: 30~ 10:00、13: 00 ~ 13 : 30 

13: 30~ 15: 00・・…・ 7か月以上の乳幼児
⑪昭和60年 4 月生まれ ( 59年10月 ~60年 3 月生まれ

⑮離乳食教室 10: 30~ 
で、まだ受けていない人も受診してく ださし、)

⑮母子健康手帳、問診票

12日 妊婦教室(2)市コミセン 13:00~1 6 :00 30日 当番医

(水) (日) (内)近藤医院東本町 宮⑪ 11 66 

13日 4歳6か月児健康診査
(本) 市コミセン ⑧ 1 3 : 00~1 3 : 30

(外)松尾外科医院 東本町 宮② 3331

⑪昭和62年3 月生まれ (6 1年10月 ~62年2月生まれ
略号の説明 ⑪ …対象 ⑧ …受け付け

で、まだ受けていない人も受診してください。
⑮…持づてく るもの ⑮ …内容

⑧母子健康手帳、問診票、お子さんのハブラシ 当番医の診療時間 9: OO~ 18: 00 
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人口の動き

9月7日現在

人口計 71，866
(+224) 

男 34，386
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女 37.480
(+125) 
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21，693 
(+ 59) 

〉内は前月比
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10月の大村ボート (7日-10日、11日-12日全日本選手権ダービ一場外発売、
14日-19日冠杯、22日-25日九スポ杯)
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